
一正
宗
白
鳥
に

｢

悪
女
の
囁
き｣

と
題
す
る
作
品
が
あ
る
。
大

正
二
年
一
一
月
一
九
日
か
ら
三
年
三
月
八
日
ま
で

｢
国
民
新
聞｣

に
連
載
さ
れ
た
中
編
で
、
福
武
書
店
版

『

正
宗
白
鳥
全
集』

｢

解
題｣ �
に
よ
る
と
、｢

そ
の
後
の
単
行
本
・
全
集
に
は
未
収
録
。

本
巻
に
お
い
て
は
じ
め
て
収
録｣

さ
れ
た
と
い
う
無
名
の
作
品

で
あ
る
。

｢

悪
女
の
囁
き｣

は
下
宿
小
説
で
あ
り
、
下
宿
屋
の
主
人
＝

｢

主
婦｣

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
下
宿
と

｢

主
婦｣

と

言
え
ば
、｢

浮
雲｣

(

明
治
二
〇
〜
二
一
年)

、｢

魔
風
恋
風｣

(

明
治
三
六
年)

、｢

こ
こ
ろ｣

(

大
正
三
年)

な
ど
が
想
起
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
三
作
品
の

｢

主
婦｣

は
い
ず
れ
も
下
宿
人
の
男
女

関
係
に
介
入
す
る
。
自
分
の
娘
の
配
偶
者
選
択
、
あ
る
い
は
知

り
合
い
の
男
の
依
頼
・
手
引
き
と
い
う
形
で
。
浮
き
彫
り
に
な

る
の
は

｢

主
婦｣

の
計
算
と
策
略
で
あ
る
。
下
宿
と
い
う
明
治

時
代
に
誕
生
し
た
、
家
族
と
は
異
な
る
新
た
な
親
密
圏
に
お
け

る
中
心
点
か
つ
結
節
点
と
し
て
の

｢

主
婦｣

。
彼
女
は
男
女
関

係
に
関
わ
り
、
時
に
そ
れ
を
主
導
す
る
人
物
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
。｢

悪
女
の
囁
き｣

も
ま
た
こ
れ
ら
一
群
の
下

宿
―

｢

主
婦｣

小
説
の
一
つ
と
言
え
る
。

内
容
に
入
る
前
に

｢

悪
女
の
囁
き｣

の
地
理
と
作
中
時
間
を

確
認
し
て
お
こ
う
。

主
舞
台
と
な
る
の
は
東
京
の
旧
牛
込
区
天
神
町�
の
下
宿
で

あ
る

(
以
下
舞
台
設
定
の
説
明
が
終
わ
る
ま
で
、
牛
込
区
と
天

神
町
に
傍
線
を
引
き
強
調
す
る)

。
登
場
人
物
の
立
ち
寄
り
先

で
あ
る
神
楽
坂
・
赤
城
神
社
・
山
吹
町
・
水
道
町
・
飯
田
町
・

江
戸
川
な
ど
の
地
名
は
、
旧
牛
込
区
と
そ
れ
に
近
接
す
る
地
域
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に
属
す
る
。
作
者
の
個
人
史
に
重
ね
て
み
よ
う
。『

正
宗
白
鳥

全
集』

｢

年
譜｣ �
か
ら
白
鳥
の
上
京
後
の
住
居
を
、｢

悪
女
の
囁

き｣
発
表
後
ま
で
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

明
治
二
九
年

(

一
七
歳)

、
二
月
上
京
し
牛
込
横
寺
町
君

塚
方
に
下
宿
、
東
京
専
門
学
校
の
専
修
英

語
科
入
学
。

明
治
三
〇
年
、
牛
込
戸
塚
町
平
山
方
に
下
宿
。

明
治
三
一
年
、
英
語
学
部
卒
業
、
史
学
科
入
学
。
一
〇
月

頃
牛
込
喜
久
井
町
西
方
寺
に
住
む
。

明
治
三
二
年
、
史
学
科
廃
止
に
よ
り
文
学
科
に
転
じ
る
。

上
野
図
書
館
に
よ
く
通
う
。
一
〇
月
頃
小

石
川
同
心
町
六
内
田
方
に
下
宿
。

明
治
三
四
年
、
文
学
科
卒
業
、
同
校
出
版
部
に
所
属
。

明
治
三
六
年
、
読
売
新
聞
社
入
社
、
一
〇
月
頃
再
び
牛
込

戸
塚
町
一
〇
平
山
方
に
下
宿
。

明
治
三
七
年
、
九
月
頃
本
郷
森
川
町
一
の
九
八
幸
田
方
に

下
宿
。

明
治
四
〇
年
、
本
郷
森
川
町
一
桜
館
に
下
宿
。

明
治
四
一
年
、
九
月
老
婢
を
雇
い
、
本
郷
東
片
町
に
一
家

を
構
え
る
。

明
治
四
二
年
、
小
石
川
関
口
町
に
住
む
。

明
治
四
三
年
、
読
売
新
聞
社
退
社
、
一
二
月
小
石
川
豊
川

町
三
七
番
地
に
住
む
。

明
治
四
四
年
、
四
月
結
婚
、
牛
込
矢
来
下
天
神
町
七
五
番

地
に
住
む
。

大
正
二
年
、
五
月
頃
牛
込
矢
来
町
四
番
地
に
住
む
。
一
一

月
〜
翌
年
一
月

｢

悪
女
の
囁
き｣

連
載
。

大
正
五
年
、
九
月
頃
麻
布
我
善
坊
一
〇
番
地
に
住
む
。

以
上
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
白
鳥
は
一
家
を
構
え
る
明
治
四

一
年
九
月
ま
で
牛
込
・
小
石
川
・
本
郷
に
都
合
十
年
あ
ま
り
下

宿
す
る
。
下
宿
の
種
類
は

｢

桜
館｣

の
よ
う
な
一
般
的
な
下
宿

屋
、｢

君
塚
方｣

｢

平
山
方｣

｢

内
田
方｣

｢

幸
田
方｣

の
よ
う
な

｢

素
人
下
宿｣

、｢

西
方
寺｣

の
よ
う
な
寺
の
三
つ
に
分
か
れ
る

(

前
二
者
の
区
別
は
後
述)

。｢

悪
女
の
囁
き｣

主
舞
台
の
牛
込

天
神
町
は
、
連
載
開
始
半
年
前
ま
で
の
居
住
地
で
あ
り
、
連
載

時
も
同
じ
牛
込
に
暮
ら
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
白
鳥
は
、
学
生

時
代
と
作
品
発
表
前
後
に
最
も
な
じ
み
だ
っ
た
場
所
を
舞
台
に

選
ん
で
い
る
。

で
は
作
中
時
間
は
ど
う
か
。
夏
休
み
中
で
あ
る
こ
と
は
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、
年
を
直
接
決
定
す
る
材
料
は
少
な
い
。
二
か

所
あ
げ
る
。
一
か
所
目
は
冒
頭
の
、
学
生
が
古
本
屋
で
カ
ー
ラ

イ
ル

｢

ク
リ
チ
カ
ル
エ
ツ
セ
ー｣

を
手
に
し
、
胸
を
躍
ら
せ
る

場
面
で
あ
る
。
後
年
の
述
懐
だ
が
、
白
鳥
は

｢

内
村
鑑
三｣

(

昭
和
二
四
年)

で
カ
ー
ラ
イ
ル
の

｢『

ク
リ
チ
カ
ル
エ
ツ
セ
ー

ズ』

と
題
す
る
小
論
文
集｣

の
名
を
あ
げ
、
内
村
の
講
演
を
聴

き
、
そ
の
勧
め
に
従
っ
て

｢

早
速
中
西
屋
書
店
で
そ
の
論
文
集

中
の
バ
ー
ン
ズ
論
を
購
つ
て
熟
読
し
た｣

と
書
い
て
い
る
。
こ

の
講
演
と
は
内
村
が
明
治
三
一
年
一
月
か
ら
毎
月
曜
に
五
回
、

神
田
美
土
代
町
の
基
督
教
青
年
会
館
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

講
演
内
容
は
翌
年

『

月
曜
講
演』

(

警
醒
社

明
治
三
一
年
三
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月)

に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
内
村
は

｢
カ
ー
ラ
イ
ル
の
最
も
善
き
所
を
学
ば
ん
と
欲
せ
ば
、

『
評

論

集

ク
リ
チ
カ
ル
、
エ
ツ
セ
ー
ス』

を
読
む
に
如
か
ず｣

と
述
べ
て
お
り
、
合
致

す
る�
。
白
鳥
は
翌
三
二
年
一
〇
月
ま
で
牛
込
に
住
ん
で
お
り
、

作
者
の
個
人
史
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
時
代
設
定
は
明
治
三
一

年
以
降
で
そ
れ
ほ
ど
遅
く
な
い
時
期
と
言
え
る
。

二
か
所
目
は
、｢
五
十
を
過
ぎ
た
老
婆

ば
あ
さ
ん｣

＝

｢

主
婦｣

が
、

｢

若
い
時
分
大
名
華
族
の
家
で
御
殿
女
中
を
し
て
ゐ
た｣

、｢

お

屋
敷
に
奉
公
し
て
ゐ
た
時
分
に
若
様
に
思
ひ
を
掛
け
ら
れ
た｣

と
説
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。｢

大
名
華
族｣

は
明
治

二
年
以
後
の
用
語
、｢

御
殿
女
中｣
は
通
常
江
戸
時
代
の
用
語

で
あ
る
。
よ
っ
て
明
治
と
江
戸
の
時
代
区
分
が
曖
昧
だ
が
、
今
＝

作
中
時
間
に
数
え
年
齢
で
五
一
歳
、
明
治
維
新
時
に
一
七
歳
だ
っ

た
と
す
る
と
、
今
は
明
治
三
〇
年
代
半
ば
と
な
る
。
少
し
幅
を

と
っ
て
も
明
治
三
〇
年
〜
四
〇
年
あ
た
り
と
な
ろ
う
。

こ
の
二
つ
の
か
所
と
、
白
鳥
自
身
の
学
生
生
活
が
明
治
三
四

年
ま
で
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
、
作
中
時
間
は
明
治
三
〇

年
代
初
め
か
ら
半
ば
頃
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
夏
休
み
と
し
て
お

く
。
た
だ
し
そ
れ
以
降
も
白
鳥
は
下
宿
に
関
す
る
新
し
い
情
報

に
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
三
六
年
か
ら

四
三
年
ま
で

｢

読
売
新
聞｣

に
勤
務
し
、
三
七
〜
三
八
年
に
は

自
ら

｢

文
科
大
学
学
生
々
活｣ �
と
い
う
連
載
を
持
ち
、
下
宿
屋

の
素
描
を
行
っ
て
い
る
。
取
材
も
経
験
し
た
た
こ
と
で
あ
ろ
う

し
、
立
場
上
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
耳
に
入
っ
て
き
た
は
ず
で
あ

る
。
ま
た

｢

読
売
新
聞｣

は
明
治
四
〇
年
〜
四
四
年
の
間
、

｢

下
宿
屋
通
信｣ �
と
い
う
記
事
を
載
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
を

付
け
加
え
る
と
、
明
治
三
〇
年
代
半
ば
以
降
の
事
項
も
反
映
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
後
で
下
宿
そ
の
他
の
資
料

を
あ
げ
る
に
当
た
っ
て
は
、
明
治
三
〇
年
代
半
ば
以
降
、
作
品

発
表
時
の
も
の
ま
で
幅
広
く
扱
う
。

で
は
、
地
理
と
時
代
を
踏
ま
え
た
う
え
で
作
品
の
内
容
を
見

て
い
こ
う
。｢

悪
女
の
囁
き｣

は
以
下
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。

牛
込
天
神
町
に
五
〇
代
の

｢

主
婦

か
み
さ
ん｣

、
息
子
・
駒
吉

(

養
子
。

中
学
生
ぐ
ら
い
か)

、
幼
い
孫
娘
が
暮
ら
し
て
い
る
。
今
は
夏

休
み
中
。｢

主
婦｣

の
夫
は
登
場
せ
ず
、
死
別
・
離
縁
そ
の
他

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
不
明
で
あ
る
。
孫
娘
の
親
も
登
場
し

な
い
。｢

主
婦｣

に
は
浦
津
と
い
う
未
婚
の
実
子
が
あ
る
が
、

他
家
に
養
子
に
入
っ
て
い
る
。｢

主
婦｣

は

｢

素
人
下
宿｣

を

営
む
こ
と
で
生
計
を
立
て
て
お
り
、
下
宿
人
は
谷
村
と
廣
田

(

二
人
は
同
郷)

、
そ
し
て
穂
垂
ほ
だ
り

の
三
人
の
学
生
で
あ
る

(

谷
村

は
夜
学)

。
谷
村
が

｢

主
婦｣

に
誘
惑
さ
れ
、
関
係
は
谷
村
が

深
夜

｢

主
婦｣

の
い
る
茶
の
間
に
忍
ん
で
い
く
こ
と
で
続
い
て

い
る
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
駒
吉
が
荒
れ
る
。
廣
田
は
浦
津

に
相
談
し
、
こ
の
家
は

｢

解
散｣

し
た
方
が
い
い
と
言
う
。
谷

村
が
家
を
出
る
が
、
転
居
先
は
近
所
の
貸
間
で
、
三
度
の
食
事

は
元
の
家
で
と
る
。｢

主
婦｣

は
今
度
は
廣
田
を
誘
惑
し
よ
う

と
す
る
。
谷
村
は
二
人
の
関
係
に
疑
念
を
抱
く
が
、
谷
村
と

｢

主
婦｣
の
関
係
は
続
く
。｢

主
婦｣

だ
け
が
平
然
と
し
て
様
子

の
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
男
た
ち
は
あ
き
れ
て
い
る
。
駒
吉
は
家

出
を
し
て
近
く
に
下
宿
す
る
が
、
一
日
で
戻
っ
て
く
る
。
浦
津
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の
妻
に
と

｢

主
婦｣

が
望
む
肺
病
持
ち
の
お
い
く
が
現
れ
、
駒

吉
が
関
心
を
持
つ
。
新
入
り
の
風
間
が
谷
村
と

｢

主
婦｣

の
関

係
に
気
づ
き
、
廣
田
と
と
も
に
不
快
を
示
し
な
が
ら
階
下
の
様

子
を
う
か
が
う
場
面
で
終
わ
る
。
物
語
は
ほ
ぼ
天
神
町
の
家
と

そ
の
周
辺
の
狭
い
界
隈
の
行
き
来
で
進
行
す
る
。

白
鳥
は
同
じ
話
を
以
前
に
小
説
化
し
て
い
る
。｢

他
所
の
恋｣

(

明
治
四
四
年
二
月) �
が
そ
れ
で
、
大
人
の
私
が
学
生
時
代
を

回
顧
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
。
下
宿
の
場
所
は
小
石
川
の
久

堅
町
。
や
は
り
夏
休
み
中
の
出
来
事
で
あ
る
。｢

素
人
下
宿｣

で

｢

主
婦

か
み
さ
ん｣

と
下
宿
人
の
焼
津
が
関
係
を
持
ち
、｢

主
婦｣

の

孫
が
憤
っ
て
い
る
。
焼
津
は
近
所
に
移
る
が
、
食
事
に
通
っ
て

く
る
。
皆
の
様
子
が
変
に
な
っ
て
い
く
が
、｢

主
婦

か
み
さ
ん

一
人
が
以

前
と
変
ら
な
い
で
ゐ
る｣

。
ま
も
な
く
私
は
宿
を
移
る
。

｢

他
所
の
恋｣

は
短
篇
で
、｢

悪
女
の
囁
き｣

は
中
篇
で
あ

る
。｢

他
所
の
恋｣

は
回
想
す
る
私
の
外
枠
が
あ
り
、｢

恋｣

の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
複
数
存
在
す
る
。
ま
た
、｢

悪
女
の
囁
き｣

は

三
人
称
で
、
複
数
の
人
物
の
内
面
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、｢
他

所
の
恋｣

は
一
人
称
で
、
一
人
の
見
聞
と
内
面
し
か
語
ら
れ
な

い
。｢

他
所
の
恋｣

の
中
の
一
つ
の

｢

恋｣

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

膨
ら
ま
せ
、
視
点
を
複
数
化
し
、
再
度
小
説
化
し
た
の
が

｢

悪

女
の
囁
き｣

で
あ
る
。

再
小
説
化
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
、｢

他
所
の
恋｣

の
同
時
代
評
を
見
よ
う
。

｢

潤
い
の
豊
な
作｣ �
と
評
価
さ
れ
る
一
方
、｢

云
ふ
に
足
り
な
い
、

油
の
乗
ら
ぬ
作｣ �
、｢

こ
の
人
の
他
の
作
に
比
し
て
い
ゝ
作
と

は
云
は
れ
な
か
つ
た｣ �
、｢

失
望｣ �
、｢

取
立
て
ゝ
云
ふ
程
の
値

打
も
無
い｣ �
と
い
っ
た
よ
う
な
酷
評
が
目
立
つ
。
注
目
す
べ
き

は
、
語
り
手
私
＝
木
村
の
傍
観
者
的
態
度
が
問
題
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。｢

世
故
に
疏
い
、
冷
静
かマ
マ

、
自
分
一
人
怜
悧

ぶ
つ
て
居
る
白
鳥
式
の
男
が
描
写
し
た
事
に
な
つ
て
居
る｣ �
、

｢

主
人
公
の
木
村
が
も
つ
と
敏
感
で
神
経
が
鋭
く
あ
つ
た
ら
、

一
層
外
界
の
刺
戟
を
強
く
感
じ
て
そ
れ
に
よ
つ
て
興
味
を
多
か

ら
し
め
た｣ �
な
ど
と
あ
る
。｢

見
つ
と
も
な
い
他
所
の
恋
は
、

如
何
に
も
他
所
の
恋
ら
し
く
描
け
つ
て
居
た｣ �
と
い
う
肯
定
的

評
価
も
、
お
そ
ら
く
観
点
は
同
じ
で
あ
る
。

実
際
は
同
時
代
評
が
批
判
す
る
ほ
ど
に
、
木
村
は
傍
観
者
的

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、｢

夜
一
夜
二
階
や
茶
の
間
が
気
に
な

つ
て
眠
れ
な
い
。
焼
津
が
垣
根
に
忍
ん
で
ゐ
る
の
だ
と
思
ふ
と
、

尚
更
心
が
落
着
か
な
い
。
我
知
ら
ず
主
婦
の
寝
息
を
も
窺
つ
た
。

平
野
の
便
所
に
下
り
て
来
る
の
に
も
胸
を
騒
が
せ
た
。
夜
が
更

け
る
ほ
ど
家
の
内
外
が
気
味
が
悪
く
な
つ
た
。
陰
気
な
部
屋
に

敷
ぱ
な
し
の
蒲
団
に
く
る
ま
つ
て
ゐ
る
焼
津
の
顔
が
恐
し
く
胸

に
浮
ん
だ｣

と
書
か
れ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
後
、｢

間
も
な
く

私
は
宿
を
変
つ
て
、
再
び
元
の
静
か
な
心
に
返
つ
た｣

と
あ
り
、

木
村
の
動
揺
が
簡
単
に
解
決
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る

の
は
事
実
で
あ
る
。

白
鳥
が
私
＝
木
村
の
傍
観
者
性
へ
の
批
判
に
答
え
よ
う
と
す

る
意
図
を
、
明
確
に

、

、

、

持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

だ
が

｢

悪
女
の
囁
き｣

の
登
場
人
物
た
ち
は
、
木
村
的
な
穂
垂

�
を
含
め
て
混
乱
に
巻
き
込
ま
れ
続
け
、
時
に
は
狂
気
の
一
歩
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手
前
ま
で
き
て
、
ナ
イ
フ
を
手
に
し
た
り
、｢

打
殺

ぶ
ち
こ
ろ

さ
う
か｣

と
口
に
し
た
り
す
る
。
何
よ
り
決
定
的
な
差
異
は
、｢

再
び
元

の
静
か
な
心
に
返｣

る
と
い
う
解
決
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
結
果
を
見
れ
ば
、
批
判
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

｢

空
想｣

(
後
で
詳
述)

が
よ
り
深
く

、

、

、

、

傍
観
者
を
浸
食
し
、｢

他

所
の
恋｣

が
自
分
の
恋

、

、

、

、

に
転
化
す
る
あ
り
さ
ま
を
、
白
鳥
は
同

じ
題
材
で
描
き
直
し
た
こ
と
に
な
る�
。

二放
置
で
き
な
い
問
題
が
あ
り
、
周
囲
は
み
な
そ
れ
が
問
題
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
相
談
し
た
り
忠
告
し
た
り
非
常
手
段
に

訴
え
よ
う
と
し
た
り
す
る
。
だ
が
当
事
者
の
｢

主
婦｣

に
諫
言

を
行
う
者
は
誰
も
い
な
い
。
男
た
ち
の
関
係
は
き
し
み
、
そ
れ

ぞ
れ
が
表
情
を
曇
ら
せ
、
嫉
妬
し
、
離
反
し
た
か
と
思
う
と
、

ま
た
集
い
あ
い
和
や
か
に
談
笑
す
る
。
谷
村
と

｢
主
婦｣

の
関

係
は
、
周
囲
の
優
柔
不
断
な
男
た
ち
の
妥
協
的
な
介
入
に
よ
っ

て
続
い
て
い
く
。
自
然
主
義
の

｢

無
理
想
、
無
解
決｣

の
モ
ッ

ト
ー
に
沿
う
か
の
よ
う
に
、
何
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ

て
終
わ
る
。
物
理
的
な
距
離
も
心
理
的
な
距
離
も
そ
う
で
あ
る
。

廣
田
が
当
初
口
に
し
た

｢

解
散｣

は
反
語
で
あ
る
。
物
語
の
末

尾
と
冒
頭
を
接
続
さ
せ
て
も
支
障
が
な
い
。
こ
の
家
の
日
常
は

ル
ー
プ
す
る
。

家
を
出
た
二
人
、
谷
村
は
結
局
元
の
家
に
入
り
浸
る
し
、
駒

吉
も
一
日
で
戻
る
。
よ
っ
て
下
宿
の
成
員
は
減
ら
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
作
品
は
終
盤
で
新
た
に
二
人
の
登
場
人
物
を
付
け
加

え
る
。
こ
の
点
に
も

｢

他
所
の
恋｣

と
の
明
白
な
差
異
が
あ
る
。

お
い
く
は
駒
吉
の

｢

空
想｣

の
中
で
姉
的
存
在
で
あ
り
か
つ
性

的
対
象
と
な
る
。
浦
津
や
廣
田
の
嫌
悪
の
対
象
と
な
る
。
す
な

わ
ち
お
い
く
と
は

｢

主
婦｣

の
若
い
分
身
で
あ
る
。
新
入
り
の

風
間
は

｢

主
婦｣

と
谷
村
の
関
係
に
激
し
く
憤
る
。
す
な
わ
ち

風
間
と
は
出
戻
り
以
降
お
と
な
し
く
な
っ
た
駒
吉
の
分
身
で
あ

る
。
ま
た
風
間
が
他
の
下
宿
人
同
様
に

｢

主
婦｣

に
妄
想
を
抱

く
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
先
に
ル
ー
プ
す
る
と
述
べ
た
が
、

巻
き
込
ま
れ
る
成
員
は
増
え
る
。
人
間
関
係
の
混
乱
は
一
層
範

囲
を
広
げ
て
ル
ー
プ
す
る
。
こ
れ
が
傍
観
者
性
の
批
判
に
対
し

て
白
鳥
の
出
し
た
答
え
で
あ
る
。

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
人
間
関
係
の
混
乱
を
発
生
さ
せ
、
継

続
さ
せ
る
の
か
。
前
提
と
し
て
狭
い
範
囲
で
頻
繁
に
顔
を
合
わ

せ
る
と
い
う
親
密
圏
が
必
須
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
役
割
を

果
た
す
の
が
、
家
族
と
は
異
な
る
親
密
圏
を
作
り
出
す
下
宿
と

い
う
場
で
あ
る
。

白
鳥
は
か
つ
て

｢

下
宿
屋｣

と
い
う
題
の
文
章
で
、｢

下
宿

屋
、
名
か
ら
し
て
忌
は
し
い
が
、
名
詮
自
称
、
何
か
ら
何
ま
で

下
等
づ
く
め｣

と
書
い
た�
。
と
こ
ろ
が
そ
の
場
所
に
白
鳥
は

特
別
な
吸
引
力
を
与
え
た
。
吸
引
力
と
は
第
一
に

｢

恋｣

で
あ

る
。
第
二
に
家
族
的
な

｢

情
味｣

で
あ
る
。

第
一
の
方
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
下
宿
で
生
じ
る

｢

恋｣

と

は
何
だ
ろ
う
か
。｢

恋｣

は
谷
村
と

｢

主
婦｣

の
性
的
関
係
に

対
し
て
、
廣
田
が
使
っ
た
単
語
で
あ
る
。
同
時
代
の
言
説
を
参
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照
す
る
。｢

更
に
ヒ
ド
イ
の
に
な
る
と
大
学
生
で
も
下
宿
さ
せ

て
あ
は
能
く
ば
行
々
は
娘
を
学
士
夫
人
に
で
も
さ
せ
様
と
云
ふ

野
心
を
持
つ
た
もマ
マ

者
も
あ
る｣ �
と
い
う
。
同
類
は
小
説
で
描
か

れ
る
。｢
悪
女
の
囁
き｣

連
載
終
了
直
後
に
連
載
の
始
ま
る
夏

目
漱
石

｢
こ
こ
ろ｣ �
の

｢

素
人
下
宿｣

に
お
い
て
、
先
生
は
こ

の

｢

野
心｣
を
疑
う�
。
露
骨
な
方
で
は
、｢

高
等
下
宿
に
な
り

て
は
、
神
聖
な
る
恋
愛
と
や
ら
の
媒
介
を
な
す
も
の
あ
り
と
聞

く｣ �
、｢

原
来

も
と
よ
り

こ
の
囮
お
と
り

娘
も
婆
と
同
穴
の
狐
で
あ
る
か
ら
、
下

宿
人
が
肉
体
上
の
関
係
を
結
ぶ
と
、
鍛
へ
抜
い
た
凄
い
腕
を
振

つ
て
甘う

ま

く
操
釣
り
、
男
を
無
我
夢
中
に
迷
は
せ
て
除
引

の
つ
び
き

な
ら
ぬ

こ
と
に
為
る｣ �
、｢

先
づ
下
宿
の
事
故

こ
と
ゆ
え

、
五
人
や
十
人
は
常
に

止
宿
し
て
居
る
、
す
る
と
何
時
の
間
に
か
此
家

こ
の
う
ち

へ
女
学
生
風
を

し
た
女
が
出
入
す
る

(

中
略)

、
そ
し
て
下
宿
屋
が
実
は
淫
売

料
の
い
く
ら
か
と
分
取
わ
け
ど

り
す
る
の
だ｣ �
と
い
う
。

｢

淫
売｣

は
さ
て
お
き
、｢

恋｣

の
相
手
は
主
人
側
の
若
い

娘
だ
け
で
は
な
い
。｢

此
の
連
中
の
素
人
下
宿
に
於
け
る
行
為

は
私
の
知
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
も
素
人
家
の
女
房
と
姦
通
し
た
の

が
三
件
、
娘
と
関
係
し
た
の
が
十
数
件
、
淫
売
婦
と
同
居
す
る

に
至
つ
た
の
は
幾
等
あ
る
か
知
れ
な
い｣ �
と
断
言
さ
れ
る
。
徳

田
秋
声

｢

足
跡｣
(

明
治
四
三
年)

の
お
庄
は
、
主
婦
が
下
宿

人
の
部
屋
に
夜
遅
く
入
り
込
ん
で
い
る
の
を
目
撃
す
る
。｢

甚

し
き
に
至
れ
ば
下
宿
屋
営
業
人
に
し
て
夫
あ
る
者
が
亦
好
ん
で

自
ら
下
宿
人
と
通
ず
る｣ �
の
で
あ
る
。
谷
村
と

｢

主
婦｣

の
関

係
は
こ
れ
ら
の
言
説
と
合
致
す
る
。
と
い
う
よ
り
、
白
鳥
は
作

品
内
部
に
こ
の
よ
う
な
言
説
自
体
を
取
り
込
ん
で
、｢

恋｣

の

刺
激
剤
に
す
る
。｢

他
所
の
恋｣

の
焼
津
は
、｢

自
分
等
の
関
係

に
似
て
る
事
が
新
聞
や
小
説
に
出
て
る
と
、
お
主
婦

か
み
さ
ん

に
見
せ
る｣

。

谷
村
も
ま
た

｢

自
分
の
事
を
×
×
と
い
ふ
小
説
に
似
て
る
な
ん

て
、
真
面
目
で｣

口
に
す
る
。
男
に
と
っ
て

｢

恋｣

は
、
他
の

メ
デ
ィ
ア
を
参
照
す
る
こ
と
で
自
己
確
認
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
。

と
は
い
え

｢

悪
女
の
囁
き｣

の
場
合
、
こ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア

の
発
す
る
言
説
と
同
一
視
で
き
な
い
点
が
あ
る
こ
と
も
見
落
と

し
て
は
な
ら
な
い
。
相
手
は

｢

五
十
を
過
ぎ
た
老
婆

ば
あ
さ
ん｣

、｢

こ
ん

な
老
女

と
し
よ
り｣

な
の
で
あ
る
。
先
に
例
に
あ
げ
た
同
時
代
言
説
で
女

を
形
容
す
る
の
に
、｢

老｣

と
い
う
文
字
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

な
ぜ

｢

老
婆

ば
あ
さ
ん｣

な
の
か
。｢

悪
女
の
囁
き｣

に
お
い
て

｢

恋｣

が
成
立
す
る
条
件
は
三
点
で
あ
る
。
谷
村
は

｢

媚
び
を
含
ん
だ

主
婦
の
艶
め
い
た
顔
付
や
、
暴
力
を
籠
め
た
腕
か
ひ
な
を
斤
し
り
ぞ
け
な
か
つ

た｣

。
廣
田
は

｢

主
婦
の
は
し
た
な
い
誘
惑
に
会
い
な
が
ら
、

潔
白
な
態
度
で
斤
し
り
ぞ
け
て
ゐ
る
こ
と
を
傲ほ
こ

つ
た
が｣

、｢

そ
の
目
も

唇
も
、
彼
れ
の
身
体
に
潜
ん
で
ゐ
る
欲
念
を
揺
り
動
か
す
力
を

持
つ
て｣

い
る
と
認
め
る
。
下
宿
内
の
情
事
に
鈍
感
だ
っ
た
穂

垂
も
、｢

昨
友
ゆ
う
べ

見
た
主
婦
の
寝
姿
は
時
々
思
ひ
出
さ
れ
て
、
読

書
の
疲
労
が
慰
め
ら
れ｣

、｢

頻
り
に
好
奇
心
が
動｣

く
。
ま
ず

女
の
積
極
性
と
特
別
な
魅
力
が
強
調
さ
れ
る
。
次
に
、
そ
も
そ

も
男
た
ち
に
は

｢

彼
れ
の
身
体
に
潜
ん
で
ゐ
る
欲
念｣

が
あ
る
。

そ
れ
は
刺
激
に
よ
っ
て
容
易
に
発
動
し
て
し
ま
う
も
の
な
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
作
中
の
説
明
が
い
さ
さ
か
観
念
的
で
あ
り
、

｢

老｣

に
対
し
て
不
自
然
に
見
え
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か

し
問
題
は
我
々
に
ど
う
見
え
る
か
で
は
な
い
。
白
鳥
は

｢

恋｣

＝
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性
欲
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
も
う
一
つ
の
要
素
を
付
け
加
え
る
。

｢
五
十
を
過
ぎ
た
老
婆

ば
あ
さ
ん｣

は
谷
村
の
み
な
ら
ず
他
の
二
人
の

｢

恋｣
を
刺
激
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

谷
村
と
主
婦
の
関
係
を
二
人
が
知
り
、｢

空
想｣

し
た
こ
と
で

あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

｢

空
想｣

で
あ
る�
。
男
た
ち
は
し
き

り
と

｢

空
想｣
す
る
の
だ
。
廣
田
は
、｢

今
根
掘
り
葉
堀
り
谷

村
に
聞
い
た
事
を
念
頭
に
浮
べ
て
主
婦

か
み
さ
ん

の
顔
を
見
る
と
、
只
の

老
婆

ば
あ
さ
ん

に
過
ぎ
な
い
そ
の
顔
さ
へ
厭
に
眩
し
く
感
ぜ
ら
れ｣

る
の

だ
し
、
自
分
が

｢

若
し
惑
は
さ
れ
て
ゐ
た
ら
と
、
そ
の
場
合
が

自
か
ら
空
想
さ
れ｣

る
。｢

空
想｣
が
自
ら
を
他
者
の
物
語
の

中
の
登
場
人
物
に
変
え
て
い
く
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
。

駒
吉
も
例
外
で
は
な
い
。｢

谷
村
に
侮
辱
さ
れ
た
母
の
事
が
、

醜
い
光
景

あ
り
さ
ま

の
ま
ゝ
で
目
に
浮
ん
だ
が
、
次
第
に
そ
れ
が
お
い
く

の
身
の
上
に
及
ん
で
、
頻
り
に
彼
れ
の
身
体
が
刺
激
さ
れ
出
し

た
。
…
…
最
早
駒
吉
は
お
い
く
を
姉
と
し
て
の
み
空
想
し
て
は

ゐ
な｣

い
。
他
の
メ
デ
ィ
ア
を
参
照
し
て
自
己
確
認
が
起
こ
っ

た
の
と
よ
く
似
た
構
造
で
あ
る
。
小
説
内
現
実
は
常
に
何
か
に

媒
介
さ
れ
て
い
る
。

内
に
潜
ん
で
刺
激
を
待
つ
性
欲
、
そ
し
て

｢

空
想｣

の
働
き
。

こ
れ
は
初
期
白
鳥
的
人
物
の
特
性
と
見
な
し
て
よ
い
。
白
鳥
は

性
欲
と

｢

空
想｣

の
底
知
れ
な
さ
に
畏
れ
を
抱
き
、
同
時
に
魅

惑
さ
れ
て
い
る
。｢

老
婆

ば
あ
さ
ん｣

と
い
う
設
定
は
、
こ
れ
ら
の
強
度

を
高
め
て
い
る
。
相
手
の
属
性
を
超
え
て
そ
れ
は
発
動
す
る
の

だ
。

下
宿
の
吸
引
力
に
話
を
戻
そ
う
。
第
二
に
下
宿
に
は
家
族
的

な

｢

情
味｣

が
あ
る
。
家
族
的

、

、

、

な

｢

情
味｣

は
建
前
上
、
性
欲

を
排
除
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
矛
盾
は
問
題
化
さ

れ
な
い
。
白
鳥
の
描
く
下
宿
に
お
い
て
は
、｢

情
味｣

の
延
長

上
に
性
欲
が
発
生
す
る
。

下
宿
は
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
大
規
模
な

｢

下
宿
屋｣

、
そ

し
て

｢

悪
女
の
囁
き｣

や

｢

こ
こ
ろ｣

、
国
木
田
独
歩

｢

あ
の

時
分｣

(

明
治
三
九
年)

な
ど
の

｢

素
人
下
宿｣

で
あ
る
。
下

宿
の
歴
史
と
現
状
を
見
よ
う
。

下
宿
屋
は
極
く
歴
史
の
新
し
い
も
の
で
、
学
制
が
布
か
れ

て
東
京
に
中
等
以
上
の
学
校
が
続
々
出
来
た
の
で
、
地
方
か

ら
遊
学
す
る
も
の
が
多
く
な
り
、
そ
こ
で
下
宿
屋
と
云
ふ
営

業
が
始
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
今
で
は
大
概
の
都
市
に
下
宿
屋

が
あ
る
が
、
到
底
東
京
の
や
う
な
宏
大
な
立
派
な
下
宿
屋
は

他
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。(

中
略)

元
来
下
宿
屋
は
其

の
始
ま
り
が
、
儲
け
て
金
満
家
に
な
ら
う
な
ど
と
い
ふ
わ
け

で
は
な
い
の
で
あ
つ
た
が
、
今
で
は
之
れ
で
大
に
利
益
を
得

や
う
と
計
つ
て
居
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。(

中
略)

自
然
に
大
規
模
の
下
宿
屋
と
云
ふ
も
の
が
出
来
て
来
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。(

中
略)

大
き
な
下
宿
屋
は
大
概
金

主
が
之
れ
を
建
て
ゝ
営
業
人
に
貸
す
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て

居
る
、
夫
れ
で
あ
る
か
ら
一
戸
に
し
て
何
万
円
と
云
ふ
金
を

費
し
た
立
派
な
下
宿
屋
が
出
来
る
、
夫
れ
を
一
ケ
月
百
円
と

か
弐
百
円
と
か
で
借
受
け
て
営
業
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
る�
。
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こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る

｢

下
宿
屋｣

の
規
模
は
ど
の
程
度
か
。

｢
下
宿
屋
の
洗
面
所
に
は
、
二
三
個
の
金
盥
―
―
多
く
と
も
三

四
個
―
―
を
備
へ
あ
る
の
み
に
て
、
こ
れ
を
ば
十
人
、
二
十
人
、

多
き
は
三
四
十
人
以
上
の
下
宿
人
が
交
る

く
に
使
用
す
る
も

の
な
れ
ば

(
後
略)｣ �
と
あ
る
こ
と
か
ら
部
屋
数
が
知
れ
る
。

大
規
模
な
食
事
付
き
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
こ
こ
を
主
人
あ
る
い

は

｢

主
婦｣

が
管
理
し
、
一
名
か
ら
数
名
の
女
中
が
食
事
や
掃

除
の
世
話
を
行
う
。｢
下
宿
屋
通
信｣ �
の
固
有
名
を
見
る
と
、

ほ
と
ん
ど

｢

〜
館｣

と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

大
規
模

｢

下
宿
屋｣

に
は
何
か
が
足
り
な
い
。｢

情
味｣

は

｢

素
人
下
宿｣

を
価
値
化
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

｢

下
宿
屋
は
市
部
郡
部
を
通
じ
て
弐
千
余
件
あ
る
が
是
等
は

何
れ
も
宿
屋
営
業
取
締
規
則

(

明
治
廿
八
年
三
月
庁
令
第
二
号)

に
依
る
営
業
者
で
あ
る｣

の
に
対
し
、｢

是
以
外
に
無
届
で
止

宿
人
を
置
く｣

の
が

｢

素
人
下
宿
屋
な
る
も
の｣
で
あ
る�
。

｢

下
宿
屋
は
騒
々
敷
い
と
か
、
飲
食
物

た
べ
も
の

が
不
味
ま

ず

い
と
か
、
情
味

情
趣
が
無
い｣ �
、｢

情
味
は
更
に
無
く
、
没
趣
味｣ �
。
そ
こ
で

｢

下
宿
屋
の
騒
々
し
き
と
不
親
切
と
に
辟
易
し
て
閑
静
を
希
望

す
る
所
か
ら｣ �
、｢

下
宿
屋
で
冷
淡
な
待
遇
を
受
け
る
よ
り
は
、

家
庭
の
趣
味
あ
る
素
人
屋
の
方
が
可
い
と
か
云
つ
て｣ �
宿
替
え

す
る
。｢

素
人
屋
の
特
色
を
い
ふ
と
、
情
味
の
あ
る
こ
と
で
あ

る｣ �
。｢

下
宿
屋｣

に
は
な
い

｢

家
庭
の
趣
味｣

｢

情
味
情
趣｣

｢

情
味｣

が

｢

素
人
下
宿｣

に
は
あ
る
。
こ
れ
が
定
型
句
で
あ

る
。一

戸
建
て

(

の
主
と
し
て
貸
家)

に
家
族
が
住
む
。
さ
ら
に

そ
こ
に
一
人
か
ら
数
人
が
同
居
し
て
食
事
を
と
も
に
し
、｢

情

味｣

の
あ
る
家
族
的
な
関
係
を
結
ぶ
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
家
族

的
で
あ
っ
て
家
族
で
は
な
い
。
関
係
は
短
期
的
で
経
済
的
な
契

約
に
基
づ
き
、
メ
ン
バ
ー
は
頻
繁
に
入
れ
替
わ
る
。
家
族
に
家

族
で
な
い
も
の
が
混
じ
る
こ
の

｢

素
人
下
宿｣

は
近
代
日
本
、

と
り
わ
け
首
都
に
大
量
に
生
ま
れ
た
奇
妙
な
親
密
圏
で
あ
る
。

｢

主
婦｣

の
宿
は

｢

食
物

た
べ
も
の

も
悪
か
な
い
し
、
宿
料
も
廉
い｣

と
優
越
性
が
語
ら
れ
る
。
駒
吉
が
一
日
だ
け
宿
泊
し
た

｢

下
宿

屋｣

が
対
比
さ
れ
る
。
駒
吉
は

｢

無
愛
想
な
下
女｣

と
食
事
に

不
満
を
抱
き
、｢

自
分
の
家
ほ
ど
居
心
地
の
い
ゝ
宿
は
な
い
や

う
に
思
は
れ
出｣

す
。
谷
村
は

｢

玩
具
屋
の
二
階｣

と
対
比
す

る
。｢

食
事
が
済
ん
だ
ら
ま
た
自
分
の
部
屋
へ
帰
つ
て
、
一
人

悄
然

し
よ
ん
ぼ
りし
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
と
詰
ま
ら
な
か
つ
た｣

し
、｢

寂
し
い
玩
具
屋
の
二
階
に
一
人
で
ご
ろ
く
し
て
ゐ
る
自

分
よ
り
は
、
此
処
に
ゐ
て
落
着
い
て
勉
強
し
て
ゐ
る
廣
田
の
方

が
、
ど
れ
ほ
ど
仕
合
せ
か
知
れ
な
い
と
思｣

う
。
穂
垂
は

｢

只

の
下
宿
屋
は
厭
だ
な｣

と
言
う
。
男
た
ち
は
メ
デ
ィ
ア
の
言
説

に
よ
り
そ
う
よ
う
に
、
そ
の
吸
引
力
を
語
る
の
だ
が
、
確
か
に

そ
れ
は
彼
ら
の
団
ら
ん
ぶ
り
に
明
ら
か
で
あ
る
。

廣
田
か
ら
手
紙
で
深
刻
な
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
浦
津
が

や
っ
て
く
る
と
、｢

皆
ん
な
が
気
軽
に
晩
飯
後
の
雑
談
に
耽
つ

て
ゐ｣
る
。
家
出
を
し
た
駒
吉
が
戻
っ
て
く
る
と
、｢

母
は
怒

つ
て
ゐ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
不
断
よ
り
も
気
軽
に
喋
舌
つ
て

ゐ
る
。
あ
れ
ほ
ど
仲
の
悪
か
つ
た
谷
村
と
廣
田
と
さ
へ
、
睦
ま

じ
さ
う
に
は
し
や
い

、

、

、

、

で
ゐ
る｣

。｢

情
味｣

は
こ
の
よ
う
に
家
族
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的
な
団
ら
ん
を
生
み
出
す
。

以
上
、｢

恋｣

と

｢

情
味｣

の
吸
引
力
を
確
認
し
て
き
た
が
、

家
の
各
部
屋
が
同
一
の
価
値
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
。
建
物
の

構
造
を
見
よ
う
。
一
階
に
玄
関
が
あ
る
。
玄
関
脇
の
二
畳
に
駒

吉
が
い
る
。
茶
の
間
と
縁
側
が
あ
り
、
襖
を
隔
て
て
も
う
一
つ

部
屋
が
あ
る
。
こ
こ
を
穂
垂
と
谷
村
が
共
有
す
る
。
階
段
を
上

が
っ
て
二
階
に
廣
田
が
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
一
階
の
茶
の
間

で
あ
る
。
こ
こ
は
食
事
の
場
で
あ
り
、
会
話
と
く
つ
ろ
ぎ
の
場

で
あ
る
。｢

主
婦｣

と
孫
娘
の
寝
所
で
あ
り
、
谷
村
が
夜
忍
ん

で
く
る
。｢

恋｣

と

｢

情
味｣
は
場
所
的
に
合
体
し
て
い
る
。

｢

駒
吉
は
胸
騒
ぎ
を
し
て
目
を
醒
ま
し
た
が
、
今
夜
も
茶
の

間
の
囁
き
が
意
地
悪
く
耳
に
付
い
た｣
。
穂
垂
を
含
め
た

｢

二

人
の
神
経
が
茶
の
間
へ
注
が
れ
て
ゐ
る｣
。
夜
中
だ
け
で
は
な

い
。
駒
吉
は

｢

茶
の
間
の
話
声
に
は
絶
え
ず
聞
き
耳
立
て
ゝ
ゐ｣

る
。
風
間
は

｢

絶
え
ず
階
下
の
様
子
を
気
に
し｣
、
廣
田
も

｢

階
下
の
物
音
に
耳
を
留
め｣

る�
。
茶
の
間
は
共
有
さ
れ
る
場

所
で
あ
る
。
そ
こ
で
起
こ
る
事
件
も
ま
た
共
有
さ
れ
る
。
白
鳥

描
く

｢

素
人
下
宿｣

の
真
髄
は
茶
の
間
に
あ
る
。

三茶
の
間
の
あ
る
じ
は

｢

主
婦｣

で
あ
る
。
場
の
無
意
識
的
演

出
者
で
あ
る
彼
女
は
、
周
囲
の
混
乱
を
よ
そ
に
平
静
を
保
つ
存

在
で
あ
る
。｢

廣
田
で
も
君
で
も
皆
ん
な
の
様
子
が
変
つ
て
来

た
け
れ
ど
、
お
母
さ
ん
だ
け
は
元
の
通
り
だ
か
ら
ね｣

。
第
一

章
で
述
べ
た
と
お
り
、｢

主
婦｣

の
変
化
の
な
さ
は
、｢

他
所
の

恋｣

か
ら
一
貫
す
る
。｢

疑
ひ｣

に
取
り
付
か
れ
て
右
往
左
往

す
る
男
た
ち
を
尻
目
に
。
重
要
な
の
は

｢

主
婦｣

の
非
当
事
者

性
で
あ
る
。
当
事
者
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

意
識
さ
れ
な
い
で
い
る
。
彼
女
は

｢

空
想｣

や

｢

疑
い｣

が
発

生
し
増
幅
す
る
と
い
う
反
応
を
促
進
さ
せ
る
触
媒
と
し
て
の
性

質
を
備
え
て
い
る
。
白
鳥
は
彼
女
の
当
事
者
意
識
を
描
く
こ
と

は
最
小
限
に
と
ど
め
た�
。

最
小
限
と
は
次
の
二
か
所
で
あ
る
。｢

主
婦
は
男
一
匹
、
此こ

方ち
ら

の
仕
向
け
様
次
第
で
、
鬱ふ
さ

い
だ
り
悦
し
が
つ
た
り
す
る
の
を

小
気
味
よ
く
感
じ
て
、
暗
闇
の
中
で
ニ
ツ
タ
リ
笑｣

う
。
人
間

関
係
を
操
る
こ
と
の
自
覚
が
一
瞬
浮
か
び
上
が
る
。
ま
た

｢

主

婦｣

は
、｢

浦
津
と
お
い
く
と
の
縁
談
を
、
今
度
は
自
分
の
働

き
で
首
尾
よ
く
纏
め
て
見
た
く
な｣

る
。
そ
れ
は
自
分
の
生
活

の
安
定
の
た
め
で
は
あ
る
と
は
い
え
、｢

楽
み｣

な
の
で
あ
り
、

こ
ち
ら
も
ま
た
自
覚
の
一
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
物
を
白
鳥
的
人
物
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

｢

白
鳥
は
友
人
の
〈
女
〉
を
奪
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
関
係

を
混
乱
さ
せ
、
現
実
や
他
者
を
動
か
す
こ
と
に
対
す
る
関
心
を

持
っ
て
い
た｣

と
山
本
芳
明
は
述
べ
る�
。
さ
ら
に
山
本
は
、

白
鳥
の
こ
の
欲
望
は
、
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ

｢

浴
泉
記｣

の
、
主

人
公
ペ
チ
ョ
ー
リ
ン
の

｢

他
者
を
操
作
し
支
配
し
よ
う
と
す
る

欲
望｣
に
倣
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
論
す
る�
。
山
本
は

白
鳥
の

｢
動
揺｣

(

明
治
四
三
年
四
月)

の
男
主
人
公
を
取
り

上
げ
、｢

関
心｣
や

｢

欲
望｣

の
あ
り
よ
う
を
分
析
し
て
み
せ
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る
。｢

動
揺｣

以
後
の
白
鳥
は
自
身
に
近
い
男
主
人
公
よ
り
も
、

他
者
を
登
場
さ
せ
て
そ
の

｢

欲
望｣

を
代
理
さ
せ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
が

｢

主
婦｣

で
あ
る
。
た
と
え
ば

｢

泥
人
形｣

(

明
治
四
四
年
七
月)

の

｢

主
婦｣

は
、
男
に
次
々
と
見
合
い

の
斡
旋
を
し
よ
う
と
す
る
。｢

口
入
宿｣

(

明
治
四
四
年
七
月)

の
口
入
れ
屋
の

｢
主
婦｣

は
男
た
ち
に
妾
の
斡
旋
を
す
る
。

｢

ま
ぼ
ろ
し｣

(

大
正
三
年
四
月)

と
そ
の
続
編

｢

挿
話｣
(

大

正
三
年
四
月)

は
、
待
合
の

｢

主
婦｣

が
女
に
他
の
男
を
斡
旋

す
る
。
こ
れ
ら
の

｢

主
婦｣
は
新
た
な
人
間
関
係
作
り
に
携
わ

り
、
そ
れ
を
操
作
す
る
役
割
を
果
た
す
。
初
期
白
鳥
に
と
っ
て

｢

主
婦｣

と
は
、
人
間
関
係
の
混
乱
・
操
作
・
支
配
へ
の

｢

欲

望｣

の
代
理
人
な
の
で
あ
る
。
代
理
人
で
あ
る
が
ゆ
え
に
自
ら

の
当
事
者
性
は
希
薄
化
さ
れ
て
い
る
。

｢

悪
女
の
囁
き｣

の

｢

主
婦｣

は
こ
れ
ら
一
群
の

｢

主
婦｣

の
一
人
で
あ
る
。
で
は
男
た
ち
は
ど
う
か
。
一
方
的
に
操
作
さ

れ
る
側
な
の
か
。
実
は
男
た
ち
自
身
が
混
乱
と
騒
ぎ
を
期
待
し

て
い
る
点
で
、｢

主
婦｣

と
同
類
で
あ
る
。
廣
田
は
浦
津
に

｢

主
婦｣

の
乱
行
を
訴
え
た
際
、｢

こ
の
男
の
耳
に
入
れ
た
ら
直

ぐ
に
も
一
騒
ぎ
あ
る
こ
と
ゝ
待
ち
設
け
て
ゐ
た
の
に
と
歯
痒｣

が
る
。
駒
吉
は
風
間
の
憤
る
言
葉
を
聞
き
、｢

ど
ん
な
結
果
に

な
る
か
と
、
楽
し
い
待
ち
設
け
と
気
遣
は
し
さ
と
を
感
じ
て
ゐ｣

る
。
切
断
を
引
き
延
ば
し
、｢

愚
図
々
々
煮
え
切
ら
な
い｣

、

｢

男
の
癖
に
愚
図
々
々
し
て
ゐ｣

て
、｢

何
時

い

つ

ま
で
煮
え
切
ら
な

い
こ
と
を
云｣

い
続
け
る
男
た
ち
も
ま
た
、
実
は
そ
う
す
る
こ

と
で
ド
ラ
マ
が
起
こ
る
こ
と
を
待
ち
望
む

｢

欲
望｣

の
代
理
人

で
あ
り
、｢

主
婦｣

の
支
援
者
な
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、｢

悪
女
の
囁
き｣

が
こ
れ
ら
の

｢

欲
望｣

を
促
進
す
る
要
素
ば
か
り
で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。
白
鳥
は
否
定
的
な
場
を
設
定
し
て
い
る
。

そ
れ
が
図
書
館
で
あ
る
。
敵
対
す
る
二
人
の
男
・
駒
吉
と
谷
村

は
二
度
同
じ
行
動
を
取
る
。
一
つ
は
転
居
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
一
日
だ
け
図
書
館
へ
行
く
こ
と
で
あ
る
。
図
書
館
は
勉
強
と

読
書
の
場
所
で
あ
る
。｢

家
に
ゐ
て
い
ろ
ん
な
事
を
見
た
り
聞

い
た
り
し
て
頭
を
痛
め
る
よ
り
や
、
外
へ
出
て
知
ら
ん
顔
を
し

て
勉
強
し
て
る
方
が
い
ゝ｣

。
だ
が
や
は
り
二
人
と
も
一
日
で

飽
き
飽
き
し
て
し
ま
う
。
毎
日
図
書
館
に
通
う
勤
勉
な
穂
垂
も

駒
吉
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。｢

谷
村
も
一
日
き
り
で

止
し
た
が
、
君
も
さ
う
な
の
か
ね
。
…
…
し
か
し
、
僕
も
こ
の

二
三
日ん
ち

は
心
が
落
著
か
な
く
て
変
だ
よ｣

。｢

素
人
下
宿｣

の
茶

の
間
は
図
書
館
と
い
う
場
に
勝
利
す
る
。
図
書
館
に
は

｢

恋｣

も

｢

情
味｣

も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
結
局
図
書
館
と
い
う
否
定

の
場
は
、
肯
定
を
強
調
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

さ
て
天
神
町
の
下
宿
か
ら
通
え
る
こ
の
図
書
館
は
ど
こ
か
。

東
京
市
管
轄
の
も
の
と
し
て
は
明
治
四
一
年
開
館
の
日
比
谷

図
書
館
、
明
治
四
二
年
開
館
の
牛
込
簡
易
図
書
館
や
、
四
三
年

開
館
の
小
石
川
図
書
館
が
あ
る
。
だ
が
い
ず
れ
も
時
代
が
や
や

後
で
あ
り
、
距
離
的
に
近
い
後
の
二
者
は
規
模
が
小
さ
す
ぎ
る

点
で
も
不
適
当
で
あ
る
。
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白
鳥
が
在
学
し
た
東
京
専
門
学
校

(

早
稲
田
大
学)

の
図
書

館
は
、『

早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要』

(

早
稲
田
大
学

明
治
四

〇
年
一
〇
月)

に
よ
れ
ば
、｢

図
書
館
規
則
第
十
條｣

に

｢

公

衆
閲
覧
者
に
は
若
干
の
手
数
料
を
徴
し
て
閲
覧
標
を
交
附
す｣

と
あ
る
。
ま
た
、
明
治
三
七
年
一
一
月
六
日
付
け

｢

読
売
新
聞｣

に
は
、
日
曜
限
定
で
本
日
か
ら

｢

一
般
公
衆
を
し
て
同
校
所
蔵

の
図
書
を
閲
覧
せ
し
む
る｣

と
あ
る
。
有
料
で
日
曜
の
み

(

明

治
三
七
年
よ
り)

。
駒
吉
と
谷
村
が
突
然
思
い
つ
い
て
出
か
け

る
場
所
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

白
鳥
は
本
稿
第
一
章
に
年
譜
で
示
し
た
と
お
り
、
明
治
三
二

年
頃
、
牛
込
か
ら
上
野
図
書
館
に
よ
く
通
っ
て
い
る
。
上
野
図

書
館
と
は
通
称
で
、
明
治
三
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
文
部
省
管
轄

の
帝
国
図
書
館

(

そ
れ
以
前
は
東
京
図
書
館)

を
指
す
。
作
中

の
図
書
館
は
こ
の
帝
国
図
書
館
と
見
な
し
て
い
い
だ
ろ
う�
。

明
治
三
三
年
九
月
四
日
付
け

｢

読
売
新
聞｣

は
、
八
月
の
来
館

者
が

｢

八
千
六
百
七
人
に
し
て
平
均
一
日
凡
そ
二
百
九
十
名
の

割
り｣

で
、
貸
し
出
し
数
は

｢

四
万
七
千
二
百
八
十
六
冊
に
し

て
一
日
凡
そ
一
千
六
百
冊｣

で
あ
り
、｢

可
な
り
の
盛
況｣
と

伝
え
て
い
る
。
こ
の
教
養
の
殿
堂
た
る
帝
国
の
図
書
館
を
白
鳥

は

｢

素
人
下
宿｣

の
引
き
立
て
役
に
し
た
。
図
書
館
と
そ
こ
で

産
出
さ
れ
る
勉
強
と
読
書
は
、
避
難
所
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
失
敗
す
る
。｢

悪
女
の
囁
き｣

は
学
業

を
本
分
と
す
る
学
生
の
堕
落
を
、
茶
の
間
が
図
書
館
に
勝
利
す

る
物
語
と
し
て
描
く
の
で
あ
る
。

白
鳥
は
学
生
時
代
、
田
舎
出
身
者
の
学
生
生
活
を
次
の
よ
う

に
否
定
的
に
語
っ
て
い
た
。｢

実
に
東
京
書
生
の
堕
落
無
気
力

は
甚
し
く
、
幾
多
の
田
舎
の
潔
白
の
青
年
、
直
に
此
に
感
染
さ

れ
、
慷
慨
の
至
り
に
候｣ �
。
卒
業
後
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

｢

若
し
単
に
こ
の
仮
居
に
の
み
一
月
を
送
り
一
年
を
暮
し
、
主

婦
が
算
盤
か
ら
割
り
出
し
た
献
立
に
の
み
飢
ゑ
を
凌
ぎ
、
同
じ

境
涯
に
呻
吟
せ
る
友
人
と
の
み
交
り
、
夏
季
冬
季
の
休
暇
も
帰

省
せ
ず
し
て
黴
臭
い
図
書
館
な
ど
へ
出
入
す
れ
ば
、
五
六
年
の

中
に
は
、
如
何
に
名
代
の
汚
点
し

み

抜
き
薬
を
使
つ
て
も
、
拭
ひ
取

れ
ぬ
汚
点
が
生
じ
て
来
る｣ �
。
こ
こ
で
一
律
に
断
罪
さ
れ
る

｢

仮
居｣

と
図
書
館
を
あ
ら
た
め
て
対
比
的
な
場
所
と
し
て
描

き
直
し
た
点
に
、
白
鳥
の
独
創
が
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

以
上

｢

主
婦｣

と

｢

素
人
下
宿｣

、
そ
し
て
図
書
館
の
組
み

合
わ
せ
か
ら
成
る
白
鳥
の
学
生
物
語
を
同
時
代
言
説
と
重
ね
合

わ
せ
な
が
ら
概
観
し
た
。
地
方
出
身
の
若
者
を
吸
収
し
て
い
っ

た
明
治
・
東
京
に
お
け
る
新
た
な
親
密
圏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

間
模
様
を
生
み
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
近
代
文
学
の
種

と
な
る
。
白
鳥
は
下
宿
小
説
の
可
能
性
の
一
例
を
見
せ
て
く
れ

る
。
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�｢
紅
野
敏
郎

解
題｣

『

正
宗
白
鳥
全
集

第
四
巻』

(

福
武

書
店

昭
和
五
九
年
一
一
月)

。

�｢
下
宿
屋
の
巣
窟
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
所
は
本
郷
神
田
を

第
一
と
し
、
牛
込
芝
等
之
に
次
ぎ｣

(

原
田
東
風
編

『

男
女

東
京
遊
学
案
内』

大
学
館

明
治
三
八
年
三
月)

の
言
う
所

の
牛
込
界
隈
に
当
た
る
。

�｢
中
島
河
太
郎
編

年
譜｣

『

正
宗
白
鳥
全
集

第
三
〇
巻』

(

福
武
書
店

昭
和
六
一
年
一
〇
月)

。

�
お
そ
ら
く

『C
ritical

and
M
iscellaneous

E
ssays』

と

い
う
洋
書
。
こ
れ
以
前
に
白
鳥
が
カ
ー
ラ
イ
ル
の
名
を
あ
げ

た
資
料
と
し
て
は
、
明
治
三
〇
年
九
月
二
七
日
付
け
正
宗
敦

夫
宛
書
簡
や
同
年
一
一
月
一
二
日
付
け
正
宗
敦
夫
宛
書
簡
が

あ
る
。
ま
た
白
鳥
は

｢

内
村
全
集
を
読
む｣

で
、｢

興
津
の

夏
期
学
校
で
氏
が
一
週
間
続
け
て
説
か
れ
た

｢

カ
ー
ラ
イ
ル

研
究｣

は
、
私
を
し
て
生
れ
て
は
じ
め
て
外
国
の
文
豪
の
真

相
を
窺
は
せ
た｣

(｢

読
売
新
聞｣

大
正
八
年
六
月
八
日)

と

も
記
し
て
い
る
。
興
津
の
夏
期
学
校
は
明
治
三
一
年
夏
に
行

わ
れ
た
。

�｢
文
科
大
学
学
生
々
活｣

は
明
治
三
七
年
一
二
月
か
ら
翌
三

八
年
二
月
ま
で
連
載
さ
れ
、
単
行
本

『

文
科
大
学
学
生
々
活』

(

今
古
堂

明
治
三
八
年
一
〇
月)

と
な
っ
た
。

�｢

読
売
新
聞｣

に
明
治
四
〇
年
九
月
か
ら
四
四
年
七
月
ま
で

三
十
回
掲
載
さ
れ
た
記
事
。
読
者
か
ら
投
稿
さ
れ
た
個
々
の

下
宿
屋
の
評
価
。

�｢

中
島
河
太
郎

解
題｣

『

正
宗
白
鳥
全
集

第
二
巻』

(

福

武
書
店

昭
和
五
八
年
六
月)

に
よ
る
と
、
そ
の
後
の
単
行

本
・
全
集
に
は
未
収
録
と
あ
る
。
吉
田
竜
也

｢

正
宗
白
鳥
と

政
治
―
文
学
者
の
政
治
参
加
と
〈
大
逆
〉
―｣

(｢

早
稲
田
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
別
冊
11
号｣

平
成
一
六
年

三
月)

は
、『

孤
蝶
馬
場
勝
彌
氏
立
候
補
後
援
現
代
文
集』

(

馬
場
勝
彌
後
援
会
・
編

実
業
之
世
界
社

大
正
四
年
三

月)

に
漱
石

｢

私
の
個
人
主
義｣

な
ど
と
と
も
に
再
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

�
Ａ
Ｉ
Ｍ

｢

二
月
の
小
説｣

(｢

国
民
新
聞｣

明
治
四
四
年
二
月

一
六
日)

。

�
小
宮
豊�｢
最
近
の
文
壇

(

二
月
の
小
説
評)｣

(｢

新
小
説｣

明
治
四
四
年
三
月)

。

�
生
田
蝶
介

｢

二
月
の
雑
誌｣

(｢

文
章
世
界｣

明
治
四
四
年
三

月)

。

�
無
署
名

｢

二
月
の
重
な
る
創
作｣

(｢

新
潮｣

明
治
四
四
年
三

月)

。

��
生

｢

二
月
の
小
説｣

(｢

学
生
文
藝｣

明
治
四
四
年
三
月)

。

��
生

｢

二
月
の
小
説｣

(

前
出)

。

�
Ａ
Ｉ
Ｍ

｢

二
月
の
小
説｣

(

前
出)

。

�
能
成

｢

二
月
の
小
説｣

(｢

ホ
ト
ト
ギ
ス｣

明
治
四
四
年
三
月)

。

�
傍
観
者
的
で
あ
り
続
け
る
唯
一
の
人
物
は
、｢

主
婦｣

の
実

子
な
が
ら
養
子
と
し
て
他
家
に
暮
ら
す
浦
津
で
あ
る
。｢

他

所
の
恋｣

の
木
村
が
、
廣
田
・
穂
垂
・
浦
津
の
三
者
に
分
離

し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

�
白
鳥
は
後
年

｢
他
所
の
恋｣

(

昭
和
一
四
年)

と
い
う
文
章

�
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��

�
で
こ
の
作
品
を
回
顧
し
、｢

他
人
の
恋
を
傍
観
的
に
描
写
し

た
短
篇｣

、｢

甚
だ
不
出
来
な
作
品
で
あ
つ
た
と
推
察
さ
れ
る｣

、

｢
傍
観
が
傍
観
に
な
り
切
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
で
あ
ら
う｣

な

ど
と
述
べ
て
い
る
。

�
正
宗
白
鳥

｢

読
売
新
聞｣

明
治
三
七
年
一
二
月
二
日
の

｢

十

人
十
色｣
欄
。

�｢
読
売
新
聞｣
明
治
四
三
年
一
〇
月
一
六
日
。

�｢
朝
日
新
聞｣

大
正
三
年
四
月
二
〇
日
か
ら
八
月
一
一
日
。

�
明
治
三
五
年
一
一
月
の
国
木
田
独
歩

｢

酒
中
日
記｣

で
は
、

｢

素
人
下
宿｣

を
経
営
す
る
母
と
未
婚
の
妹
が
軍
人
を
下
宿

人
に
と
り
、｢

節
操
を
軍
人
閣
下
に
献
上｣

す
る

(

引
用
は

『

明
治
文
学
全
集
66』

昭
和
四
九
年
八
月

筑
摩
書
房)

。

�
大
町
桂
月

『

雑
木
林

桂
月
文
集』
(
博
文
館

明
治
四
〇

年
六
月)

。｢

神
聖
な
る
恋
愛｣

は
決
ま
り
文
句
で
皮
肉
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
。

�
岡
部
学
三

『

だ
ま
さ
れ
ぬ
策

損
害
予
防』

(
楽
山
堂

明

治
四
二
年
一
〇
月)

。

�
岩
本
無
縫

『

東
京
不
正
の
内
幕』

(

高
木
書
房

明
治
四
〇

年
三
月)

。

�｢
読
売
新
聞｣

明
治
四
四
年
一
一
月
三
〇
日
。

�
柳
内
蝦
州

『

東
都
と
学
生』

(

新
声
社

明
治
三
四
年
一
〇

月)

。

�
山
本
芳
明
に
、｢

白
鳥
の
軌
跡
―
―

｢

空
想
ニ
煩
悶｣

す
る

青
年
か
ら

｢

自
然
主
義｣

作
家
へ

正
宗
白
鳥
ノ
ー
ト
２｣

(｢

学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
35｣

平
成
元
年
三
月)

と
い
う
論
が
あ
る
。
そ
こ
で
山
本
は

｢

微
光｣

な
ど
の
分
析

を
行
っ
て
い
る
。

�
石
川
天
涯

『

東
京
学』

(

育
成
会

明
治
四
二
年
六
月)

。

�｢
読
売
新
聞｣

明
治
四
〇
年
二
月
一
日
。

�
前
出
。

�｢
読
売
新
聞｣

明
治
四
三
年
一
〇
月
一
六
日
。

�
永
沢
信
之
助
編

『

東
京
の
裏
面』

(

金
港
堂
書
籍

明
治

四
二
年
一
二
月)

。

�
大
町
桂
月

『

雑
木
林

桂
月
文
集』

(

前
出)

。

�｢
読
売
新
聞｣

明
治
三
五
年
一
二
月
八
日
。

�｢
朝
日
新
聞｣

明
治
四
〇
年
一
二
月
一
九
日
。

�
永
沢
信
之
助
編

『

東
京
の
裏
面』

(

前
出)

。

�
前
田
愛
が

『

都
市
空
間
の
な
か
の
文
学』

(

筑
摩
書
房

昭

和
五
七
年
一
二
月)

で
述
べ
る
よ
う
に
、｢

日
本
の
二
階
は
、

西
洋
の
屋
根
裏
部
屋
の
よ
う
に
孤
独
な
隠
れ
場
所
で
あ
り
な

が
ら
、
一
方
で
は
階
下
の
世
界
と
も
緊
密
に
つ
な
ぎ
と
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る｣

。
ま
た

｢『

浮
雲』

の
世
界
に
は
、
人

物
の
身
振
り
と
む
す
び
つ
い
た
物
音
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
仕

掛
け
ら
れ
て
い
る｣

が
、｢

悪
女
の
囁
き｣

で
は
そ
れ
が
さ

ら
に
誇
張
さ
れ
て
い
る
。

�
男
女
を
関
係
づ
け
て
堕
落
さ
せ
る
と
い
う
点
で
は
、
こ
の

｢
主
婦｣

の
働
き
は
、
冒
頭
で
あ
げ
た
小
杉
天
外

｢

魔
風
恋

風｣
(｢

読
売
新
聞｣

明
治
三
六
年
二
月
〜
九
月)

で
、
男
の

意
を
受
け
て
女
学
生
を
堕
落
さ
せ
よ
う
と
計
略
を
め
ぐ
ら
す

下
宿
の
主
婦
に
近
い
。
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�
山
本
芳
明

｢

あ
る
三
角
関
係
の
力
学
―
―

｢

動
揺｣

と

｢

別

れ
た
る
妻
に
送
る
手
紙｣

を
め
ぐ
っ
て

正
宗
白
鳥
ノ
ー
ト

４｣
(｢

学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
38｣

平
成
四
年
三

月)
。

�
山
本
芳
明

｢

あ
る
三
角
関
係
の
力
学
―
―

｢

動
揺｣

と

｢

別

れ
た
る
妻
に
送
る
手
紙｣

を
め
ぐ
っ
て

正
宗
白
鳥
ノ
ー
ト

４｣
(

前
出)
。

�
｢

他
所
の
恋｣

の
木
村
が
通
う
の
は
、｢

上
野
の
図
書
館｣

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

�
明
治
三
一
年
四
月
二
一
日
付
け
正
宗
敦
夫
宛
書
簡
。

�『
文
科
大
学
学
生
々
活』

の

｢
下
宿
屋｣

の
項

(

前
出)

。

＊
正
宗
白
鳥
の
文
章
の
引
用
は
、『

正
宗
白
鳥
全
集』

(

福
武
書

店

昭
和
五
八
年
四
月
〜
昭
和
六
一
年
一
〇
月)

に
よ
る
。

引
用
文
の
ル
ビ
は
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
に
付
し
た
。

ま
た
、
圏
点
を
省
略
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
旧
字
は
新
字
に

あ
ら
た
め
た
。

(

島
根
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授)
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